
公
　
告
　
　
　
　
　
　

　
教
師
検
定
委
員
会
で
は
、
教
師
検
定
規
則
第
6
条
⑥

に
基
づ
き
、同
規
則
第
3
条
6
号
対
象
者（
所
謂
Ｃ
コ
ー

ス
受
験
者
）
に
対
す
る
認
定
面
接
を
左
記
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
秋
季
試
験
以
降
に
新
た
に
Ｃ
コ
ー
ス
受

験
を
志
願
さ
れ
る
方
は
、
本
委
員
会
の
指
定
し
た
書
類

を
2
0
2
1
年
1　
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
ご
提
出
い
た

だ
き
、左
記
日
程
の
面
接
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

面
接
要
領
・
提
出
書
類
用
紙
に
つ
い
て
は
、
百
円
切
手

を
同
封
の
上
、
本
委
員
会
事
務
局
に
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

★
認
定
面
接

日
時
　
2
0
2
1
年
2　
月
25
日（
木
）16
時
〜（
予
定
）

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ズ
ー
ム
）
に
よ
る

な
お
、
認
定
面
接
予
定
者
に
は
、
書
類
受
付
後
、
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
2
0
2
0
年
10
月
31
日

日
本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

〒
169

－

0
0
5
1
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

－

3

－

18

－

31（
電
話
0
3

－

3
2
0
2

－

0
5
4
6
）

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
3
6
・
3
7
合
併
号

と
し
、
次
号
は
11
月
28
日

に
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

　
8
月
29
日
、
日
本
基
督
教

団
神
奈
川
教
区
の
第
1
4
4

回
総
会
が
、
清
水
ヶ
丘
教
会

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
本
来
、
6
月
27
日
に
開

催
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
と
い
う
状
況
の
下
で

延
期
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　
未
だ
に
感
染
が
終
息
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

会
場
教
会
と
十
分
な
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
た
う
え
で
、
感

染
防
止
を
最
大
限
に
図
り
つ

つ
の
開
催
で
あ
っ
た
。
議
長

は
開
催
に
当
た
っ
て
8
項
目

に
分
け
て
感
染
防
止
の
た
め

の
対
策
を
挙
げ
た
。
開
会
礼

拝
は
行
わ
ず
、
開
会
祈
祷
に

て
開
催
す
る
、
讃
美
歌
は
飛

沫
拡
散
防
止
の
た
め
、
歌
わ

な
い
、
会
場
で
の
食
事
は
禁

止
、
12
時
半
に
な
っ
た
ら
、

た
と
え
、
審
議
途
中
で
も
終

了
す
る
、
等
々
で
あ
る
（
詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
、
教
区

教区総会報告 工夫を凝らして、すべての教区で総会開催

2020年度　❸ 関 東・兵 庫・神 奈 川

教区

関
東

教
会
負
担
金
10
％
減
額

　
第
70
回
関
東
教
区
総
会
が

8
月
31
日
締
め
切
り
の
書
面

決
議
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　
当
初
、
教
区
総
会
の
開
催

は
5
月
27
・
28
日
の
日
程
を

予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

受
け
、
先
ず
4
月
24
日
締
め

切
り
で
、
第
69
総
会
期
議
員

に
対
し
て
、
①
第
70
回
関

東
教
区
総
会
の
延
長
、
②

2
0
2
0
年
度
春
季
准
允
式

の
執
行
、
③
2
0
2
0
年
度

教
区
教
会
負
担
金
割
賦
案
・

予
算
案
に
関
す
る
件
、
④

2
0
2
0
年
度
教
区
教
会
負

担
金
減
額
に
関
す
る
件
、
⑤

教区

神
奈
川

北
村
教
師
免
職
撤
回
を
求
め
る

議
案
等
可
決

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。
議
案
審
議
に
関
わ
る

こ
と
で
は
、
財
務
審
査
、
報

告
審
査
を
会
期
中
に
は
行
わ

ず
、
常
置
委
員
会
付
託
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
総

会
議
員
に
は
、
検
温
の
徹
底

等
を
、
お
願
い
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
制
限
下
で
は

あ
っ
た
が
、
全
総
会
議
員

2
3
0
名
中
、1
0
7
名（
定

足
数
77
名
）
の
出
席
（
開
会

時
）
を
得
て
、
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
、
審
議
が
滞
り

な
く
行
え
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
感
謝
で
あ
っ
た
。

　
補
教
師
の
准
允
執
行
に
関

し
て
は
、
桐
藤
飛
鳥
氏
（
青

山
学
院
横
浜
英
和
小
学
校
教

務
教
師
）、石
田
幸
子
氏
（
田

園
都
筑
教
会
就
任
予
定
）
の

准
允
式
を
決
議
の
上
、
執
行

し
た
。
2
0
1
9
年
度
教
務

報
告
、
委
員
会
報
告
、
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
に
つ
い

て
は
、
決
議
の
上
、
常
置
委

員
会
付
託
と
し
た
。
各
種
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ

原
案
通
り
、
教
区
運
営
細
則

第
4
条
第
18
条
2
（
婦
人
委

員
の
選
出
）
に
つ
い
て
は
、

原
案
通
り
可
決
、
そ
し
て
、

前
総
会
か
ら
持
ち
越
し
て
い

た
「
北
村
慈
郎
教
師
の
免
職

を
無
効
と
し
、
免
職
撤
回
を

求
め
る
件
」
及
び
「
教
団
内

に
聖
餐
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
慎
重
か
つ
十
分
な
議
論
を

す
る
場
を
設
置
す
る
件
」
に

つ
い
て
は
、
議
論
の
末
、
可

決
し
た
。

（
三
宅
宣
幸
報
）

教区

兵
庫

教
区
三
役
、常
置
委
員
、教
団
総
会

議
員
、任
期
延
長

2
0
2
0
年
度
ナ
ル
ド
の

壺
献
金
推
進
に
関
す
る
件

に
つ
き
書
面
決
議
を
行
い
、

2
5
8
名
中
2
1
0
名
の
行

使
権
の
執
行
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
准
允
式
が
6

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況

下
、
4
月
常
置
委
員
会
で
5

月
開
催
予
定
の
定
期
総
会
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
る
か

を
協
議
し
た
。
そ
し
て
と
り

あ
え
ず
延
期
と
し
、
新
た
な

開
催
時
期
や
暫
定
の
教
区
活

動
、
そ
し
て
准
允
・
按
手
の

執
行
に
つ
い
て
常
置
委
員
会

に
付
託
し
て
も
ら
う
こ
と

を
、
書
面
で
前
総
会
期
の
議

員
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

　
そ
の
提
案
が
出
席
者
（
返

信
票
）
全
員
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
常

置
委
員
会
で
は
教
区
総
会
開

催
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
た

が
、
や
は
り
一
堂
に
会
し
て

の
開
催
は
困
難
で
あ
る
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
第
74
回

／
「
合
同
」
後
51
回
日
本
基

督
教
団
兵
庫
教
区
定
期
総

会
、
第
8
回
兵
庫
教
区
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
定
期

総
会
を
書
面
で
の
開
催
と
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
開
催
日
は
8
月
18
日
、
議

決
権
行
使
書
の
集
計
日
を
9

月
1
日
と
し
た
。

　
互
助
制
度
の
改
定
や
、
教

団
総
会
に
向
け
て
の
教
区
総

会
提
案
議
案
な
ど
、
常
置
委

員
会
と
し
て
準
備
し
て
い
た

議
案
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
対
面

で
の
議
論
を
す
べ
き
で
あ
る

と
の
判
断
か
ら
、
次
年
度
総

会
で
提
案
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
従
っ
て
今
総
会
で
は
、
活

動
報
告
、
決
算
・
予
算
等
の

法
定
議
案
と
、
宣
教
資
金
や

教
区
間
宣
教
連
帯
金
等
、
財

政
の
執
行
に
関
わ
る
準
法
定

議
案
、
そ
し
て
三
役
・
常
置

委
員
を
は
じ
め
、
各
部
や
常

設
・
特
設
委
員
な
ど
の
教
区

執
行
体
制
、
お
よ
び
教
団
総

会
議
員
の
選
挙
を
行
な
わ

ず
、
そ
の
任
期
を
そ
れ
ぞ
れ

一
年
延
長
す
る
と
い
う
も
の

に
限
っ
て
諮
る
こ
と
と
な
っ

た
。
選
挙
に
つ
い
て
も
、
や

は
り
対
面
で
の
所
信
表
明
が

あ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
望
ま

し
い
と
の
判
断
ゆ
え
で
あ

る
。

　
集
計
作
業
は
常
置
委
員
会

の
責
任
の
も
と
、
三
役
が
行

な
い
、
出
席
者
（
返
信
票
）

の
過
半
数
な
い
し
、
執
行
体

制
の
任
期
延
長
等
、
通
常
の

規
定
の
適
用
を
停
止
す
る
議

案
に
つ
い
て
は
3
分
の
2
以

上
の
賛
成
で
、
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

　
な
お
、教
団
総
会
議
員（
教

職
）
の
任
期
延
長
に
際
し
、

古
澤
啓
太
、
大
仁
田
拓
朗
、

各
員
に
代
わ
り
、
竹
内
富
久

恵
（
神
戸
愛
生
）、
上
原
智

加
子
（
須
磨
月
見
山
）
が
補

充
さ
れ
た
。（

森
　
な
お
報
）

月
4
日
常
置
委
員
会
（
大
宮

教
会
）、
6
月
13
日
臨
時
常

任
常
置
委
員
会（
新
潟
教
会
）

で
、
県
を
ま
た
い
で
の
移
動

を
避
け
、
2
か
所
に
分
か
れ

て
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

　
教
会
負
担
金
の
10
％
減
額

を
新
型
コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し

て
実
施
し
、
ま
た
教
師
謝
儀

互
助
も
実
行
し
た
。

　
6
月
常
置
委
員
会
に
お
い

て
、
延
期
し
た
教
区
総
会
を

9
月
に
開
催
す
る
こ
と
で
調

整
し
た
が
、
感
染
拡
大
が
お

さ
ま
ら
ず
、
8
月
常
任
常
置

委
員
会
、
な
ら
び
に
持
ち
ま

わ
り
の
常
置
委
員
会
に
お
い

て
、
書
面
決
議
で
教
区
総
会

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
た
だ

し
、
法
定
議
案
を
中
心
に
議

案
を
準
備
し
、
十
分
な
議
論

を
必
要
と
す
る
議
案
は
上
程

す
る
こ
と
を
見
送
っ
た
。

　
書
面
決
議
を
行
い
、

2
7
1
名
中
1
7
7
名
の
行

使
を
受
け
て
、
2
0
1
9
年

度
教
区
諸
報
告
、
2
0
1
9

年
度
一
般
会
計
決
算
承
認
、

教
団
総
会
議
員
選
挙
（
任

期
の
延
長
）、
2
0
2
0
年

度
関
東
教
区
活
動
方
針
、

2
0
2
0
年
度
教
区
歳
入
歳

出
予
算
案
承
認
、
日
本
基
督

教
団
教
会
設
立
（
群
馬
町
伝

道
所
）、
日
本
基
督
教
団
教

会
解
散
（
西
上
尾
教
会
）
な

ど
、
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
を
9
月
常
置

委
員
会
に
お
い
て
確
定
し
、

各
教
会
・
伝
道
所
に
通
知
し

た
。

　
新
し
い
教
会
の
誕
生
を
、

ま
た
教
会
の
解
散
を
、
共
に

集
い
祈
り
を
も
っ
て
な
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

大
変
に
残
念
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、教
団
総
会
議
員（
信

徒
）
の
任
期
延
長
に
際
し
、

議
員
資
格
の
喪
失
に
よ
り
、

大
熊
眞
弓
、
中
松
聖
美
、
玉

井
幸
治
、
各
員
に
代
わ
り
、

大宮教会での准允式

横
坂
幸
子
（
新
潟
）、
和
田

献
一
（
氏
家
）、稲
正
樹
（
所

沢
み
く
に
）が
補
充
さ
れ
た
。

（
小
池
正
造
報
）
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大
勢
が
一
度
に
集
ま
れ
ず

に
、
教
区
総
会
で
委
員
会
の

活
動
方
針
を
説
明
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
と
願
い
な
が
ら
も

か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
8
月
19
日
に
ズ
ー

ム
に
よ
る
第
3
回
合
同
委
員

会
を
招
集
し
、
委
員
、
職
責

陪
席
の
全
員
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　
昨
年
12
月
号『
信
徒
の
友
』

へ
の
活
動
方
針
、
祈
り
に
覚

え
献
金
を
さ
さ
げ
る
教
会
・

伝
道
所
の
紹
介
が
始
ま
り
、

9
月
号
で
参
加
教
区
の
紹
介

が
一
巡
す
る
節
目
の
委
員
会

だ
っ
た
。
こ
の
活
動
が
ど
れ

だ
け
の
教
会
員
に
知
れ
渡
っ

て
い
る
か
の
反
省
に
立
っ
て

の
委
員
会
だ
っ
た
。

　「
共
に
祈
ろ
う
」、「
共
に

伝
え
よ
う
」、「
共
に
献
げ
よ

う
」
を
合
言
葉
と
す
る
伝
道

推
進
基
本
方
針
が
常
議
員
会

で
承
認
さ
れ
、
活
動
が
開
始

さ
れ
た
。
献
金
は
海
外
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教

会
（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
か
ら
の

2
0
0
万
円
余
を
含
め
て

2
4
2
口
、
4
6
0
万
円
に

達
し
た
。
感
謝
で
あ
る
。

　
予
測
が
つ
か
な
い
コ
ロ
ナ

禍
は
、
不
安
と
不
便
さ
を
つ

の
ら
せ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
一
致
し
て
、
こ
れ

に
立
ち
向
か
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
合
同
委
員
会
の
合

意
は
、
必
要
な
変
更
や
改
訂

　
9
月
7
日
、
教
区
青
年
担

当
者
会
が
ズ
ー
ム
を
用
い
て

開
催
さ
れ
た
。
画
面
上
で
は

あ
る
が
32
名
が
全
国
よ
り
一

堂
に
会
し
た
。

　
増
田
将
平
委
員
長
に
よ
る

開
会
祈
祷
の
あ
と
、「
ス
マ

ホ
で
で
き
る
動
画
伝
道
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
主
催
者
の
片

岡
賢
蔵
氏
と
S
C
F
青
年
の

久
保
島
結
希
氏
に
よ
る
発
題

が
な
さ
れ
た
。

　
片
岡
氏
は
動
画
作
成
や
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
国
内
外

諸
教
会
や
神
学
校
の
映
像
を

紹
介
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
話
し
た
。
久
保
島
氏
は

S
C
F
の
活
動
を
通
し
て
、

実
際
に
集
ま
れ
な
い
も
ど
か

し
さ
を
抱
え
つ
つ
、
な
ん
と

か
活
動
を
持
っ
て
参
加
者
と

つ
な
が
り
を
も
つ
様
子
を
話

し
た
。
教
会
に
通
う
青
年
た

ち
が
コ
ロ
ナ
禍
の
教
会
の
あ

り
方
を
ク
ー
ル
に
、
し
か
し

真
剣
に
見
つ
め
て
い
た
こ
と

も
伝
え
ら
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
い
っ
そ
う
身
近
な

こ
の
頃
で
は
あ
る
が
、
不
完

全
な
部
分
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
う
え
で
、
よ
り
丁
寧

か
つ
細
や
か
な
対
応
が
必
要

な
こ
と
も
分
か
ち
合
わ
れ

た
。

　
続
い
て
各
教
区
の
参
加
者

か
ら
、
教
区
に
お
け
る
青
年

の
位
置
づ
け
や
課
題
が
挙
げ

ら
れ
た
。
参
加
者
同
士
画
面

で
お
互
い
初
め
て
会
う
人
た

ち
も
お
り
、
直
接
会
議
室
で

顔
を
合
わ
せ
る
の
と
は
違
う

緊
張
感
も
あ
っ
た
が
、
初
め

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開

く
教
区
青
年
担
当
者
会
は
、

様
々
な
可
能
性
を
探
る
き
っ

か
け
と
も
な
っ
た
。
遠
方
ゆ

え
、
ま
た
諸
事
情
ゆ
え
に
参

加
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
方
々
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
初
め
て
会
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
と
り
わ
け
大
き
な

恵
み
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
翌
日
9
月
8
日
、

教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
同
じ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
あ
っ
た
。
19
年
度
の
ク

リ
ス
マ
ス
献
金
が
三
つ
の
送

り
先
に
送
金
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
経
済
面
の
縮
小
に

よ
り
「
教
会
学
校
応
援
セ
ッ

ト
」
送
付
数
の
限
度
を
「
聖

書
・
こ
ど
も
さ
ん
び
か
」「
聖

書
物
語
」
を
4
箇
所
か
ら

3
箇
所
に
、「
ヒ
ム
プ
レ
ー

ヤ
ー
」
を
3
箇
所
か
ら
2
箇

所
へ
変
更
す
る
こ
と
を
協

第
2
次
補
正
予
算
案
、21
年
度
予
算
案
を
承
認

▼
予
算
決
算
委
員
会
▲

　
第
6
回
予
算
決
算
委
員
会

は
、
本
来
な
ら
ば
9
月
24
・

25
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第

2
回
全
国
財
務
委
員
長
会
議

を
挟
ん
で
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
リ
ス
ク
防
止
に
よ
り
、

財
務
委
員
長
会
議
が
中
止
と

な
り
、
9
月
25
日
に
リ
モ
ー

ト
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　
秋
山
徹
総
幹
事
並
び
に

道
家
紀
一
総
務
幹
事
、
大

三
島
義
孝
財
務
幹
事
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
た

後
、
2
0
2
0
年
度
補
正
予

算
案
に
関
す
る
件
を
取
り

扱
っ
た
。
2
0
2
0
年
度
第

2
次
補
正
予
算
全
体
の
事
業

活
動
収
入
は
、
教
区
負
担
金

を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
考
慮
し
10
％
減

（
2
4
1
7
万
6
6
0
0
円

減
額
）
と
し
た
た
め
、
合
計

2
億
7
7
5
3
万
8
4
0
0

円
。
事
業
活
動
支
出
は
、
教

団
の
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
海
外

渡
航
規
制
が
な
さ
れ
出
張

等
も
な
い
た
め
、
委
員
会
費

を
全
体
と
し
て
60
％
減
と
し

た
。
委
員
会
費
等
の
減
少

額
は
、
2
0
2
0
年
度
実

行
予
算
と
比
較
し
て
「
総

会
関
係
費
」（
1
3
1
6
万

7
0
0
0
円
減
）、「
宣
教
研

究
所
費
」（
6
0
0
万
円
減
）、

「
宣
教
関
係
費
」（
5
8
2
万

円
減
）、
合
計
1
9
5
8
万

7
0
0
0
円
減
と
な
る
。
ま

た
幹
事
人
件
費
2
2
2
万
円

減
、
職
員
等
の
都
道
府
県

外
へ
の
移
動
も
難
し
い
た
め

交
通
費
を
3
0
0
万
円
減

と
し
「
事
務
費
」
で
の
削

減
額
は
5
2
2
万
円
。
事

業
活
動
支
出
合
計
は
2
億

7
7
1
6
万
2
0
0
0
円
と

な
り
37
万
6
4
0
0
円
の
差

益
と
な
っ
た
。協
議
の
結
果
、

2
0
2
0
年
度
第
2
次
補
正

予
算
案
を
承
認
し
た
。

　
ま
た
2
0
2
1
年
度
予

算
案
に
関
す
る
件
を
扱
っ

た
。
事
業
活
動
収
入
の
負
担

金
は
、
2
0
2
0
年
度
第
2

次
補
正
予
算
案
の
10
％
減
に

対
し
7
％
減
。
委
員
会
費

60
％
減
を
50
％
減
で
検
討
し

た
。
2
0
2
1
年
度
予
算
案

は
毎
年
の
負
担
金
収
入
減
額

に
伴
い
財
政
的
縮
小
が
不
可

避
で
あ
る
が
、
会
議
の
持
ち

方
が
リ
モ
ー
ト
等
に
よ
り
大

幅
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
約

1
8
4
万
円
の
差
益
が
発
生

し
て
い
る
。
協
議
の
結
果

2
0
2
1
年
度
予
算
案
を
承

認
し
た
。

『
信
徒
の
友
』へ
の
掲
載
方
法
、再
検
討

▼
伝
道
推
進
基
本
方
針
展
開
検
討
小
委
員
会
と
伝
道
推
進
室
合
同
委
員
会
▲

　
ま
た
2
0
2
0
年
度
負
担

金
算
定
に
関
す
る
件
に
つ
き

協
議
を
行
い
、
第
2
次
補
正

予
算
案
の
事
業
活
動
収
入
に

お
け
る
教
区
負
担
金
減
免

10
％
を
反
映
し
た
配
賦
額
の

計
算
を
承
認
し
た
。
続
い
て

2
0
2
1
年
度
負
担
金
算
定

に
関
す
る
件
を
協
議
し
た
。

2
0
2
1
年
度
各
教
区
に
割

賦
す
る
負
担
金
総
額
は
2
億

2
1
7
0
万
8
4
0
円
と
な

り
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　
な
お
予
算
決
算
委
員
会

は
、
従
来
午
前
中
か
ら
昼
食

を
挟
み
夕
方
ま
で
、
お
よ
そ

半
日
の
会
議
で
あ
っ
た
が
、

リ
モ
ー
ト
会
議
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
正
味
約
1
時
間
と

い
う
最
速
の
時
間
で
終
了
し

た
。

（
中
村
公
一
報
）

　

教
区
負
担
金
の
減
額
を
要
望

▼
教
区
議
長
会
議
▲

各
教
区
青
年
担
当
者
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
初
会
合

▼
教
区
青
年
担
当
者
会
・
教
育
委
員
会
▲

議
、承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

今
年
度
の
精
勤
バ
ッ
ジ
・
表

彰
状
に
つ
い
て
協
議
。
C
S

活
動
が
例
年
通
り
で
な
い
教

会
も
多
い
た
め
、
様
々
な
使

い
方
が
で
き
る
カ
ー
ド
と

バ
ッ
ジ
に
し
た
い
旨
が
話
し

合
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育

主
事
認
定
試
験
に
つ
い
て
、

受
験
者
が
与
え
ら
れ
た
場
合

は
筆
記
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
試

験
に
か
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面

接
を
21
年
3
月
5
日
に
実
施

す
る
旨
が
確
認
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
単
に

中
止
で
は
な
く
、
必
要
な
知

恵
と
力
と
を
主
に
求
め
て
の

歩
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
思
わ
せ
る
委
員
会
で
あ
っ

た
。

（
望
月
麻
生
報
）

に
は
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

で
一
致
し
て
い
る
。
共
に
考

え
、
実
践
し
て
行
き
た
い
。

　『
信
徒
の
友
』
掲
載
は
経

費
の
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
、「
教
団
新
報
」

「
教
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え

　
9
月
18
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
今
総
会
期
第
2
回
目
の

教
区
議
長
会
議
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
、
教
団
三
役

の
ほ
か
教
区
議
長
16
名
（
内

2
教
区
は
副
議
長
が
代
理
出

席
、
沖
縄
教
区
議
長
は
欠

席
）
で
、
宇
田
真
予
算
決
算

委
員
長
、
服
部
能
幸
監
査
委

員
、
教
団
幹
事
5
名
が
陪
席

し
た
。

　
ま
ず
、
第
1
回
教
区
議
長

会
議
（
6
月
12
日
開
催
）
に

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影

響
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、

各
教
区
か
ら
報
告
が
な
さ
れ

た
。
報
告
で
は
、
ほ
ぼ
全
教

区
よ
り
、
教
区
内
の
教
会
・

伝
道
所
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
、
そ

の
対
応
と
し
て
、
負
担
金
減

免
の
実
施
、
緊
急
謝
儀
互
助

の
実
施
、
貸
出
制
度
の
設
置

と
い
っ
た
財
政
支
援
を
し
て

い
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策

部
署
の
設
置
と
い
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、教
団
に
対
し
て
は
、

ほ
ぼ
全
て
の
教
区
よ
り
、
負

担
金
の
減
免
（
減
額
）
を
求

め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
宇
田
予
算
決
算

委
員
長
は
、
現
在
、
今
年
度

第
2
次
補
正
予
算
案
を
検
討

中
で
あ
り
、
各
教
区
か
ら
の

負
担
金
に
つ
い
て
は
10
％
減

額
す
る
こ
と
を
常
議
員
会
に

提
案
し
た
い
と
述
べ
た
。

　
次
に
教
団
伝
道
推
進
・
機

構
改
定
に
つ
い
て
、
各
教
区

に
お
け
る
教
団
機
構
改
定
に

関
す
る
協
議
の
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
が
大
き
く
、
ほ

と
ん
ど
の
教
区
が
実
質
的
な

協
議
を
し
て
い
な
い
こ
と
を

報
告
し
た
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
新
報
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
接
続
と
記
載
内
容
を
紹

介
し
、
多
く
の
方
々
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
お
知

ら
せ
や
情
報
を
共
有
し
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
戸
惑
い
が
ち
な
4
つ
の
献

金
受
け
入
れ
窓
口
も
、
全
国

伝
道
推
進
献
金
口
座
に
一
本

化
す
る
。
献
金
報
告
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。

　
第
4
回
の
合
同
委
員
会
が

10
月
1
日
に
開
催
さ
れ
、
教

団
議
長
、
事
務
局
、
担
当
委

員
長
が
『
信
徒
の
友
』
担
当

者
と
協
議
し
、
カ
ラ
ー
4
頁

を
モ
ノ
ク
ロ
2
頁
に
圧
縮

し
、
経
費
を
4
分
の
1
に
す

る
案
が
採
択
さ
れ
常
議
員
会

に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
立
ち
止
ま
る
こ
と
な

く
、
活
動
を
前
進
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
な
に
よ
り

も
祈
り
に
よ
っ
て
一
つ
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

（
岸
　
俊
彦
報
）

た
と
こ
ろ
、
教
団
機
構
改
定

に
つ
い
て
の
説
明
と
協
議
を

す
る
機
会
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
つ
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
教
区
が
あ
っ
た
ほ
か
、
教

団
機
構
改
定
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
、

教
団
機
構
改
定
に
つ
い
て
の

説
明
を
動
画
配
信
し
て
は
ど

う
か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

教
団
伝
道
対
策
検
討
委
員
会

の
下
に
あ
る
教
団
機
構
改
定

検
討
小
委
員
会
で
受
け
と
め

て
、
そ
の
実
施
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
10
月
に
開

催
さ
れ
る
常
議
員
会
に
は
、

ぜ
ひ
教
区
議
長
が
陪
席
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
三
役
と
事
務

局
で
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。

（
雲
然
俊
美
報
）
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大
阪
教
区
は
和
歌
山
、
奈
良
、

大
阪
の
3
つ
の
地
域
か
ら
な
り
、

1
3
9
教
会
・
伝
道
所
が
あ
り
ま

す
。

　
比
較
的
経

済
的
に
も
自

立
で
き
て
い

た
教
会
が
多

か
っ
た
の
で

す
が
、
高
齢

化
が
進
み
、

礼
拝
出
席
者

も
減
っ
て
い

ま
す
。
礼
拝
出
席
者
が
20
名
以
下

の
教
会
が
60
％
を
超
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
教
区
の
互
助
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
十
分
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
的
に
厳
し

い
教
会
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
近
い

将
来
、
牧
師
を
招
聘
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不

安
を
抱
え
て
い
る
教
会
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
多
く
の
教
師
が
複

数
の
仕
事
を
し
て
、
生
活
費
を
か

せ
い
で
い
ま
す
。

　
大
阪
教
区
は
他
の
教
区
に
比
べ

て
、
地
区
制
が
十
分
に
機
能
し
て

い
ま
せ
ん
。
私
は
地
区
制
を
活
性

化
さ
せ
、
近
隣
教
会
で
の
協
力
関

係
を
強
め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
教
区
の
中

に
、
い
ろ
ん
な
協
力
関
係
を
つ

く
っ
て
い
く
か
、
教
区
宣
教
部
委

員
会
や
常
置
委
員
会
な
ど
で
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
地
区

制
を
今
よ
り
も
活
性
化
さ
せ
、
地

区
の
中
の
教
会
ま
た
は
近
隣
教
会

で
、
牧
師
も
信
徒
も
顔
と
顔
が
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
、
伝
道
協
力

し
た
り
、
牧
師
の
い
な
い
教
会
の

礼
拝
応
援
を
し
た
り
、
複
数
教
会

で
月
に
何
度
か
合
同
礼
拝
を
し
た

り
、
そ
れ
を
地
区
が
中
心
に
な
っ

て
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
他
教
区
の
皆
さ
ん
は
、「
そ

ん
な
こ
と
は
と
っ
く
に
や
っ
て
ま

す
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
が
大
阪
教
区
の
今
の

課
題
の
一
つ
な
の
で
す
。

　
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

た
め
、
教
会
も
大
き
な
試
練
を
受

け
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
は

な
く
、
神
の
大
き
な
恵
み
な
の
だ

と
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
す
が
、
教
会
・
伝
道

所
の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
に
教
区

と
し
て
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
の

か
、
み
ん
な
で
考
え
実
行
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
阪
教
区
議
長
）

教区議長コラム
♦　大阪教区　♦ 

有澤　慎一

地
区
の
活
性
化

　
第
6
回
委
員
会
は
、
感
染

症
拡
大
防
止
対
応
と
し
て
、

9
月
14
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

形
式
で
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
業
務
報
告
に
お
い

て
、「
こ
こ
ろ
の
友
」
応
援

伝
道
に
よ
る
支
援
部
数
が
昨

年
の
7
0
0
0
部
か
ら
約

6
5
0
0
部
に
減
じ
て
い
る

本
年
度
の
状
況
が
伝
え
ら
れ

た
。
お
も
に
地
方
の
小
規
模

教
会
に
よ
り
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
の
伝
道
協
力
策
を
保
持

す
る
た
め
に
も
、
支
援
す
る

教
会
を
さ
ら
に
募
る
必
要
が

あ
る
。

　
建
築
資
金
貸
出
金
に
つ
い

て
、東
京
教
区
（
千
葉
支
区
）

美
浜
教
会（
澤
﨑
弘
美
教
師
）

よ
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
貸
出
申
請

金
額
の
妥
当
性
、
計
画
、
調

査
書
は
じ
め
関
係
書
類
、
当

該
教
区
の
推
薦
を
確
認
し
、

本
申
請
を
承
認
し
た
。

　
教
団
総
会
の
延
期
に
伴

い
、
2
0
2
1
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
る
本
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
今
年
度

中
止
と
し
た
「
農
村
伝
道
に

関
す
る
協
議
会
」
は
、
現
地

「
こ
こ
ろ
の
友
」応
援
伝
道
、課
題
を
共
有

▼
伝
道
委
員
会
▲

日
韓
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
継
続
審
議

▼
在
日
韓
国
朝
鮮
人
連
帯
特
設
委
員
会
▲

　
9
月
4
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
第
4
回
在
日
韓
国
朝

鮮
人
連
帯
特
設
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
で
は
、
2
月

24
・
25
日
、
富
士
見
町
教
会

で
開
催
さ
れ
た
宣
教
方
策
会

議
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
第

4
回
和
解
と
平
和
を
求
め
る

日
韓
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
祈

祷
会
（
5
月
12
日
）、
第
53

回
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
日

本
基
督
教
団
と
の
宣
教
協
力

委
員
会
（
6
月
1
・
2
日
）、

全
国
キ
リ
ス
ト
教
学
校
人
権

教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
8
月
17
～

19
日
）
は
、
全
て
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　
主
な
協
議
事
項
は
、
①
来

年
1
月
28
・
29
日
に
九
州
で

開
催
さ
れ
る
外
キ
協
全
国
協

議
会
に
宮
本
義
弘
委
員
長
を

派
遣
す
る
こ
と
が
決
定
。
②

各
教
区
総
会
で
呼
び
か
け
る

予
定
だ
っ
た
「
外
国
人
住
民

基
本
法
と
人
種
差
別
撤
回
基

本
法
」
の
制
定
を
求
め
る
署

名
活
動
は
、
教
区
総
会
が
ほ

と
ん
ど
書
面
決
議
に
な
っ
た

た
め
、
活
動
を
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
今
後
も
各

教
区
で
の
呼
び
か
け
も
難
し

い
た
め
、
今
年
度
中
に
各
委

員
が
集
め
た
署
名
を
そ
れ
ぞ

れ
送
る
こ
と
に
決
定
。
③
日

韓
問
題
に
つ
い
て
の
委
員

に
赴
き
、
人
と
出
会
い
、
土

地
に
触
れ
る
こ
と
自
体
に
大

き
な
目
的
が
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
来
年
度
も
開
催
は

見
込
め
な
い
。「
全
国
伝
道

委
員
長
会
議
」
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
可
能
性
が
残
さ

れ
る
。
主
題
と
し
て
は
教
団

機
構
改
定
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
教
会
活
動
の
実
際

な
ど
が
候
補
と
な
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
継
続
審
議
す
る

こ
と
と
し
た
。

会
と
し
て
の
見
解
の
件
は
、 

様
々
な
問
題
に
関
し
て
当
委

員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
見

解
や
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
か
、

今
後
の
課
題
と
し
継
続
審
議

と
し
た
。

　
今
回
は
委
員
会
と
し
て
初

め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

だ
っ
た
が
、委
員
が
埼
玉
県
・

静
岡
県
・
石
川
県
・
京
都
府
・

岡
山
県
と
離
れ
た
地
域
で
あ

る
た
め
、
交
通
費
と
時
間
の

節
約
が
大
い
に
出
来
た
。

（
豊
川
昭
夫
報
）

　
教
団
機
構
改
定
案
を
め
ぐ

る
意
見
交
換
も
行
っ
た
。
教

団
総
会
に
お
い
て
3
分
の
2

以
上
の
賛
同
を
得
る
見
通
し

が
楽
観
的
で
は
な
い
か
、
ま

た
、
伝
道
局
の
働
き
を
献
金

で
支
え
る
こ
と
に
安
定
し
た

働
き
が
担
保
さ
れ
る
の
か
、

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　
2
回
目
と
な
る
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
委
員
会
は
操
作
、
技

術
面
で
は
終
始
順
調
に
行
わ

れ
た
。
一
方
、
議
論
の
深
度

と
い
う
点
で
は
、
な
お
課
題

が
残
る
。（

村
上
恵
理
也
報
）

笹
田
　
実
（
無
任
所
教
師
）

　
20
年
5
月
28
日
逝
去
、
86

歳
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
58
年

同
志
社
大
学
大
学
院
卒
業
。

同
年
よ
り
小
俣
、
奈
井
江
中

部
、
八
軒
教
会
を
牧
会
。
遺

族
は
息
・
笹
田
義
生
さ
ん
。

三
輪
愛
博
（
無
任
所
教
師
）

　
20
年
7
月
21
日
逝
去
、
71

歳
。
三
重
県
生
ま
れ
。
81
年

ベ
ル
リ
ン
神
学
大
学
卒
業
。

82
年
よ
り
牧
ノ
原
や
ま
ば
と

学
園
に
務
め
、
榛
原
教
会
を

牧
会
。
遺
族
は
妻
・M

ar-

garete M
iw
a

さ
ん
。

横
田
満
朗
（
無
任
所
教
師
）

　
20
年
8
月
18
日
逝
去
、
85

歳
。
群
馬
県
生
ま
れ
。
65
年

同
志
社
大
学
卒
業
。
同
年
よ

り
能
登
川
、
沼
田
、
四
條
町
、

族
は
娘
・
東
海
林
悦
子
さ
ん
。

戸
田
伊
助
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
8
月
27
日
逝
去
、
95

歳
。
福
島
県
生
ま
れ
。
51
年

日
本
基
督
教
神
学
専
門
学
校

卒
業
。同
年
よ
り
熊
本
坪
井
、

蕃
山
町
、
名
古
屋
教
会
を
牧

会
し
、
02
年
隠
退
。
遺
族
は

妻
・
戸
田
澄
子
さ
ん
。

向
井
憘
夫
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
8
月
28
日
逝
去
、
87

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
58
年

関
西
学
院
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
大
阪
大
道
、

大
阪
津
田
、
交
野
、
宇
部
、

山
崎
、
宝
塚
福
井
、
住
吉
川

教
会
を
牧
会
し
、96
年
隠
退
。

遺
族
は
妻
・
向
井
武
子
さ
ん
。

野
村
忠
規
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
3
日
逝
去
、
79

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
66
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
柿
ノ
木
坂
、

荘
内
、
塩
釜
東
、
松
山
城
東
、

東
松
山
教
会
を
牧
会
し
、
19

年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
野
村

信
子
さ
ん
。

吉
岡
　
繁
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
27
日
逝
去
、
86

歳
。
熊
本
県
生
ま
れ
。
89
年

准
允
、
91
年
受
按
。
同
年
よ

り
愛
北
教
会
を
牧
会
し
、
04

年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
吉
岡

満
智
子
さ
ん
。

笠
井
政
子
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
8
日
逝
去
、

1
0
5
歳
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
フ
レ
ス
ノ
生
ま
れ
。
36

年
青
山
学
院
大
学
卒
業
。
47

年
よ
り
池
之
上
、
頌
栄
教
会

を
牧
会
し
、
83
年
隠
退
。
遺

族
は
息
・
笠
井
献
一
さ
ん
。

人
見
　
榮
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
9
日
逝
去
、
98

矢
板
教
会
を
牧
会
し
11
年
隠

退
、
16
年
復
帰
し
、
矢
板
教

会
を
牧
会
。
遺
族
は
息
・
横

田
眞
人
さ
ん
。

大
園
陸
郎
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
8
月
22
日
逝
去
、
93

歳
。
福
岡
県
生
ま
れ
。
57
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
池
袋
西
、
倶
知
安
、

小
樽
聖
十
字
、
小
倉
東
篠
崎

教
会
を
牧
会
し
、99
年
隠
退
。

遺
族
は
妻
・
大
園
ユ
キ
さ
ん
。

倉
橋
　
崇
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
8
月
23
日
逝
去
、
88

歳
。
兵
庫
県
生
ま
れ
。
96
年

准
允
、
同
年
よ
り
大
町
、
上

総
大
原
教
会
を
牧
会
し
、
14

年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
倉
橋

千
代
子
さ
ん
。

東
海
林
勤
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
8
月
25
日
逝
去
、
88

歳
。
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
62

年
東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
鳥
居
坂
、
豊

島
岡
教
会
を
牧
会
し
、
日
本

基
督
教
協
議
会
、
農
村
伝
道

神
学
校
に
務
め
、
稲
城
教
会

を
牧
会
し
、
03
年
隠
退
。
遺

　
戸
田
伊
助
牧
師
（
1
9
2
5
年
、
会
津

高
田
生
）
が
8
月
27
日
敗
血
症
に
て
95
歳

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
9
年
か
ら

入
所
し
た
シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ム
「
ま
き
ば
」

の
施
設
長
、
小
田
部
正
一
教
師
の
司
式
に

よ
り
8
月
29
日
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
坪
井
教
会
、
蕃
山
町
教
会
を
経

て
、
名
古
屋
教
会
で
1
9
6
3
年
か
ら

2
0
0
2
年
ま
で
39
年
間
伝
道
牧
会
の

後
、
隠
退
。
そ
の
間
1
9
7
1
年
か
ら

1
9
7
3
年
11
月
ま
で
中
部
教
区
総
会
議

長
、
1
9
7
3
年
か
ら
1
9
7
8
年
ま
で

3
期
6
年
教
団
総
会
議
長
を
歴
任
。
中
部

教
区
に
「
障
が
い
者
と
教
会
」
委
員
会
の

創
設
を
発
議
し
て
実
現
。1
9
7
0
年
代
、

名
古
屋
教
会
幼
稚
園
で
知
的
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
、

「
共
に
生
き
る
会
」
が
発
足
。
養
護
学
校

卒
業
後
も
「
名
古
屋
教
会
の
作
業
所
に
通

い
た
い
」
と
の
親
子
の
祈
り
に
応
え
て
、

1
9
8
3
年
、
無
認
可
の
「
さ
ふ
ら
ん
生

活
学
園
」を
創
設
。社
会
福
祉
法
人
と
な
っ

た
「
さ
ふ
ら
ん
会
」
は
現
在
、
知
的
障
が

い
者
の
地
域
生
活
に
必
要
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。1
9
9
7
年
、シ
ル
バ
ー
ホ
ー

ム
「
ま
き
ば
」
創
設
。「
ま
き
ば
」
は
礼

拝
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
彩
で
信
頼
さ
れ
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
事
業
を
始
め
る
際
も
異
論
が

多
い
中
、
協
力
者
に
恵
ま
れ
て
実
現
さ
せ

ま
し
た
。
夢
見
る
牧
師
と
そ
の
志
に
賛
同

し
た
方
々
の
ご
奉
仕
の
業
を
思
い
ま
す
。

後
に
続
く
人
々
の
た
め
に
荒
れ
野
を
耕
し

続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
働
き
に

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ご
遺
族
は
お
連
れ
合
い
の
戸
田
澄
子
さ

ん
。
ご
遺
族
の
上
に
主
の
慰
め
を
お
祈
り

し
ま
す
。

戸
田
伊
助
牧
師

　
泣
き
叫
ぶ
者
と
共
に
生
き
た
牧
者

う
ふ
ざ
と
伝
道
所
牧
師
・（
社
）さ
ふ
ら
ん
会
理
事
長
　
島
　
し
づ
子

追悼
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霊
南
坂
教
会
を
牧
会
し
、
98

年
隠
退
。
遺
族
は
息
・
髙
塚

純
さ
ん
。

歳
。
岡
山
県
生
ま
れ
。
47
年

日
本
基
督
教
女
子
神
学
専
門

学
校
卒
業
。
同
年
よ
り
茶
屋

町
復
活
、妹
尾
、港
、港
復
活
、

大
阪
城
北
、
港
復
活
、
西
九

条
教
会
を
牧
会
し
、
96
年
隠

退
。
遺
族
は
甥
・
栗
田
近
さ

ん
。

今
村
博
至
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
15
日
逝
去
、
89

歳
。
石
川
県
生
ま
れ
。
63
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
周
船
寺
、
八
代
、
筑

後
小
郡
、
八
代
教
会
を
牧
会

し
、09
年
隠
退
。
遺
族
は
子
・

今
村
道
夫
・
橋
本
か
お
り
・

今
村
正
夫
さ
ん
。

大
久
保
照
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
16
日
逝
去
、
84

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
65
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。同
年
よ
り
牛
込
払
方
町
、

富
山
総
曲
輪
、牛
込
払
方
町
、

横
須
賀
小
川
町
教
会
を
牧
会

し
、08
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

大
久
保
康
江
さ
ん
。

髙
塚
　
勝
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
9
月
19
日
逝
去
、
90

歳
。
静
岡
県
生
ま
れ
。
55
年

同
志
社
大
学
大
学
院
卒
業
。

同
年
よ
り
霊
南
坂
、
玉
島
、

寄
島
、
倉
敷
水
島
、
宇
治
、

　
札
幌
北
部
教
会
の
年
間
予
算
は
約 

一
千
万
円
。
う
ち
牧
師
に
関
わ
る
支

出
が
8
割
を
超
え
る
。招
聘
時
の「
謝

儀
は
北
海
教
区
謝
儀
基
準
に
よ
る
」

と
の
条
件
を
忠
実
に
履
行
し
て
い
る

か
ら
だ
。
教
区
負
担
金
は
多
い
年
は

百
万
円
を
超
え
る
が
、
支
え
あ
う
当

然
の
負
担
と
受
け
と
め
議
論
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
経
常
会
計
に
余
裕
は

全
く
な
く
実
質
赤
字
決
算
が
続
い
て

い
る
が
、
経
常
外
の
会
堂
献
金
や
対

外
献
金
（
教
区
活
動
資
金
や
他
教
会

支
援
、
災
害
支
援
な
ど
）
に
も
年
間

百
数
十
万
円
が
献
げ
ら
れ
る
。

　
現
住
陪
餐
会
員
は
50
名
ほ
ど
だ
が

夫
婦
の
会
員
が
多
い
の
で
「
財
布
」

の
数
は
40
を
切
る
。
半
数
以
上
が
年

金
収
入
の
み
の
高
齢
者
で
、
と
く
に

富
裕
な
会
員
も
い
な
い
。

　
何
年
か
前
、
北
海
教
区
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
み
た
。
当
時
、
教
区
内

の
教
会
は
「
50
名
以
上
」「
40
名
以

下
」
の
二
群
に
分
か
れ
、
一
人
あ
た

り
の
負
担
額
は
明
ら
か
に
後
者
の
ほ

う
が
大
き
か
っ
た
。
札
幌
北
部
教
会

は
50
名
以
上
だ
が
負
担
額
は
小
規
模

教
会
な
み
。「
最
大
の
小
規
模
教
会

だ
」
と
一
同
胸
を
張
っ
た
。

　
今
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
数
週
間
礼
拝

に
集
ま
れ
ず
献
金
収
入
が
途
絶
え
て

会
計
担
当
者
は
頭
を
抱
え
た
。
し
か

し
礼
拝
出
席
を
再
開
し
た
日
に
90
万

円
以
上
が
献
げ
ら
れ
た
。
集
ま
れ
な

い
間
そ
れ
ぞ
れ
毎
週
の
献
金
を
取
り

分
け
て
お
き
、
再
び
集
ま
っ
た
時
に

感
謝
を
も
っ
て
献
げ
た
の
だ
。
神
の

家
族
と
し
て
の
教
会
へ
の
愛
と
、
開

拓
伝
道
以
来
の
「
こ
の
教
会
を
私
た

ち
が
担
う
」
と
い
う
信
仰
の
気
概
の

現
わ
れ
だ
っ
た
。

（
教
団
総
会
副
議
長 

久
世
そ
ら
ち
）

最
大
の
小
規
模
教
会

最
大
の
小
規
模
教
会

　

第
60
回
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」　

認
定
試
験
公
告

第
60
回
（
2
0
2
1
年
）「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」

認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

＊
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
鑑
み
、

試
験
会
場
で
の
実
施
を
中
止
し
ま
し
た
。

　
筆
記
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
試
験
に
、
会
場
で
の
面
接
を

オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
に
変
更
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
受
験
願
書
提
出
期
限
　
2
0
2
0
年
12
月
14
日（
月
）

　（
提
出
物
1
〜
7
を
教
区
に
提
出
）

◆
レ
ポ
ー
ト
提
出
期
限
　
2
0
2
1
年
2
月
5
日（
金
）

　（
試
験
科
目
イ
の
レ
ポ
ー
ト
・
教
団
教
育
委
員
会
に

提
出
）

◆
論
文
提
出
期
限
　
2
0
2
1
年
2
月
5
日
（
金
）

　（
試
験
科
目
ハ
の
論
文
・
教
団
教
育
委
員
会
に
提
出
）

◆
面
接
試
験
日
時
　
2
0
2
1
年
3
月
5
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接
試
験

◆
試
験
科
目

イ
．
レ
ポ
ー
ト
試
験
　
日
本
基
督
教
団
教
憲
、
教
規

お
よ
び
諸
規
則
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
（
メ
ー
ル

提
出
可
）

＊
提
出
期
限
1
週
間
前
、
2
0
2
1
年
1
月
29
日

（
金
）
午
前
中
に
E
メ
ー
ル
に
て
設
問
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ロ
．
面
接
　
＊
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接

ハ
．
論
文
　
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
15
〜
20
枚

　「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
歴
史
と
展

望
」

◆
提
出
物

◎
以
下
の
書
類
を
整
え
必
ず
期
限
ま
で
に
教
区
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1
．
受
験
願
書
・
所
属
教
会
主
任
教
師
の
推
薦
書

…
1
通

2
．
履
歴
書
・
信
仰
歴
…
1
通

3
．
教
区
の
推
薦
書
…
1
通

　（
以
上
は
教
育
委
員
会
所
定
の
も
の
）

4
．
出
身
学
校
校
長
の
推
薦
書
…
1
通

5
．
出
身
学
校
成
績
証
明
書
…
1
通

6
．「
私
は
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
を
め
ざ
す

の
か
、
召
命
と
の
関
連
で
」
記
述
書
　
4
0
0
字

詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
程
度

7
．
受
験
料
　

5
、0
0
0
円

　
　
教
育
委
員
会
所
定
の
用
紙
は
、
教
団
教
育
委
員

会
宛
に
、
住
所
、
氏
名
を
記
し
た
返
信
用
封
筒
に

1
2
0
円
切
手
を
添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
〒
169

−

0
0
5
1

　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31

　
　
T
E
L
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
4

　
2
0
2
0
年
10
月

　
日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
委
員
長
　
増
田
将
平

　
教
師
異
動

見
附
　
　
辞（
担
）矢
吹
一
夫

な
か
　
　
就（
代
）中
村
　
清

田
園
都
筑
就（
担
）石
田
幸
子

青
山
学
院
横
浜
英
和
小
学
校

就（
教
）桐
藤
飛
鳥

二
宮
　
　
辞（
主
）山
口
政
隆

　
〃
　
　
就（
代
）金
子
信
一

和
戸
　
　
就（
代
）最
上
光
宏

石
橋
　
　
辞（
代
）金
　
鍾
圭

多
良
見
　
辞（
代
）長
谷
川
渉

　
〃
　
　
就（
代
）神
田
道
隆

与
那
原
　
辞（
主
）外
崎
　
孝

　
〃
　
　
就（
代
）具
志
堅
篤

女
子
学
院
中
高

辞（
教
）箕
口
窓
香

　
教
師
隠
退

的
場
惠
美
子
、
矢
吹
一
夫

　
隠
退
よ
り
復
帰

田
中
ケ
イ
子
、
最
上
光
宏

　
教
師
復
職

仲
程
愛
美

　
教
師
休
職

山
森
風
花

　
教
会
設
立

群
馬
町（
伝
道
所
よ
り
）

　
教
会
解
散

西
上
尾

　
教
会
所
在
地
名
変
更

紀
伊
長
島
　
〒
519

－

3
2
0

　
4
　
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀

北
町
東
長
島
2
4
8
4

－

1
秋
南
　
〒
013

－

0
0
4
9
　

横
手
市
駅
西
2

－

7

－

13

　
伝
道
所
所
在
地
変
更

安
曇
川
　
〒
520

－

1
2
2
1

高
島
市
安
曇
川
町
青
柳

7
0
5

－

1

埼
玉
中
国
語
　
〒
337

－

0
0

　
4
2
　
さ
い
た
ま
市
見
沼

区
南
中
野
7
8
8

－

29
　

伊
与
田
方

生
駒
　
〒
630

－

0
2
6
2
　

生
駒
市
緑
ヶ
丘
1
4
5
7

－

7

　
伝
道
所
通
信
先
設
定

生
駒
　
〒
630

－

8
1
1
3
　

奈
良
市
法
蓮
町
2
9
5
　

河
野
ア
サ
方

《教団出版局より》お知らせとお詫び
　教会・学校・諸施設等において、広く『讃美歌21』、『こどもさんびか改訂版』をお
用いくださっていることに感謝いたします。
　2005年4月に、『讃美歌21』に収録されている使徒信条B（93-4-1-B）の文言につい
て、訂正をした際、「教会教育用口語訳どおり」と説明いたしました。『讃美歌21』で
は「マリア」と表記されておりますが、「教会教育用口語訳どおり」だと、「マリヤ」
と訂正すべきでした。
　また、『こどもさんびか』、『こどもさんびか改訂版』では、句読点が正確でない部分
がありました。
　これらの歌集については、今後出版するものより、順次訂正いたします。歌集の版
による違いによって混乱が起きうることを、お詫びいたします。
　なお、1966年に第14回日本基督教団総会で承認されたものは、促音表記が「つ」と
なっていますが、日本語が第一言語でない方々や子どもたちが用いることを考慮して、
引き続き「っ」と表記することにしたいと考えています。

　2020年10月
日本キリスト教団出版局　　　局長代行　飯　　　光
日本キリスト教団讃美歌委員会　委員長　水野　隆一

詳細は、日本基督教団ホームページのお知らせ欄をご覧ください。

　「
神
は
、
そ
の
独
り
子
を
お
与

え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
、
世
を
愛
さ

れ
た
。
独
り
子
を
信
じ
る
者
が
一

人
も
滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を

得
る
た
め
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書
3
章
16
節
）
の
御
言

葉
を
愛
し
、
信
仰
の
生
涯
を
歩
ん

で
き
た
。「
春
成
酒
造
」
の
趣
あ

る
看
板
と
伝
統
あ
る
造
り
酒
屋
の

中
に
自
宅
が
あ
る
。
ま
る
で
よ
い

酒
を
じ
っ
く
り
醸
成
し
て
き
た
か

の
よ
う
に
、
10
代
の
頃
か
ら
80
代

の
今
日
ま
で
、
信
仰
の
生
涯
を
一

歩
ず
つ
歩
ん
で
来
た
。

　
七
尾
幼
稚
園
に
入
園
し
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
教
師
に
出
会
っ
た
こ

と
が
キ
リ
ス
ト
教
と
の
最
初
の
出

会
い
。
そ
の
後
、
父
親
の
恩
師
の

お
か
げ
で
七
尾
か
ら
金
沢
に
下
宿

を
し
、
北
陸
学
院
中
学
校
に
入
学

し
た
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
と
の
二

度
目
の
出
会
い
で
あ
る
。

　
北
陸
学
院
中
学
校
で
は
、
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
の
女
性
教
師
を
は
じ
め
、
信

仰
者
で
あ
る
教
師
た
ち
に
憧
れ

た
。
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
先
生
は
、
直

接
下
宿
先
に
た
ず
ね
て
来
ら
れ
、

神
様
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
加
藤
常
昭
先
生
を
は
じ
め
、

牧
師
た
ち
か
ら
聖
書
の
授
業
を
受

け
た
。

　
教
師
た
ち
の
影
響
を
受
け
て
、

帰
省
の
際
に
は
毎
週
の
よ
う
に
七

尾
教
会
の
礼
拝
に
出
席
し
、
高
校

1
年
生
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
洗
礼
を

受
け
た
。
当
時
の
今
村
延
次
牧
師

は
、
彼
女
の
た
め
に
「
少
女
会
」

を
結
成
。
今
は
な
い
が
当
時
礼
拝

を
し
て
い
た
「
西
岸
伝
道
所
」
や

現
在
も
礼
拝
が
守
ら
れ
て
い
る

「
富
来
伝
道
所
」
な
ど
に
春
成
さ

ん
を
同
行
し
、
伝
道
の
た
め
若
い

魂
を
も
ち
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
子
育
て
で
20
年
間
礼
拝
に
出
席

出
来
な
い
間
も
、「
教
会
に
行
き

た
い
」
と
い
う
思
い
が
途
切
れ
る

こ
と
は
無
く
、
40
代
前
半
に
伝
道

集
会
に
導
か
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
再
び
礼
拝
に
出
席
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
教
会
学

校
教
師
と
会
計
長
老
の
働
き
を
現

在
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

教
会
学
校
に
長
く
携
わ
っ
た
こ
と

で
3
世
代
の
人
々
の
姿
を
見
て
き

た
。
今
は
、
礼
拝
の
説
教
で
信
仰

が
養
わ
れ
て
い
る
と
言
う
。

クリスチャン教師たちとの
出会いによって

1939年石川県七尾市生まれ、
七尾教会員

春成紀代枝さん
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